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こ
の
祭
り
は
、
春
と
秋
の
２
回
行
わ

れ
る
が
、
春
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
水
沢
教

会
が
主
催
。
今
年
の
祭
り
は
、
平
賀
司

教
司
式
の
野
外
ミ
サ
で
400
年
前
の
偉

業
を
た
た
え
、
世
界
平
和
を
祈
念
し
た
。 

ミ
サ
に
は
、
地
元
の
方
々
、
県
内
外

の
信
徒
ら
、
120
余
名
が
参
列
。
入
祭
の

歌｢

天
は
神
の
栄
光
を
語
り｣
に
始
ま
り
、

領
民
を
守
り
、
信
仰
を
貫
い
た
領
主
に

敬
意
を
示
し
た
。 

田
畑
の
祝
別
で
平
賀
司
教
は
、「
神
よ
、

後
藤
寿
庵
の
ゆ
か
り
の
地
に
集
い
、
心

を
合
わ
せ
て
祈
り
ま
す
。
作
物
一
つ
一

つ
の
命
を
守
り
、
育
み
、
豊
か
な
実
り

を
お
与
え
く
だ
さ
い
」
と
祈
り
、
香
と

聖
水
で
祝
別
し
た
。 

さ
ら
に
、
説
教
の
中
で
、
寿
庵
と
共

に
、
東
北
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
生
き

方
に
も
触
れ
、
地
元
の
人
々
を
愛
し
、

愛
さ
れ
た
生
涯
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。 

好
天
に
恵
ま
れ
、
初
夏
の
日
差
し
と

さ
わ
や
か
な
風
の
中
で
の
祭
典
と
な

っ
た
。 

水
沢
教
会
は
、｢

い
つ
く
し
み
の
特

別
聖
年｣

の
仙
台
教
区
巡
礼
教
会
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
地
か

ら
の
巡
礼
者
、
遠
方
か
ら
の
参
加
者
が

多
か
っ
た
こ
と
も
今
年
の
祭
り
の
特

徴
だ
っ
た
。 

 

 

秋
の
寿
庵
祭
は
、
９
月
10
日(

土)

地
元
主
催
で
行
わ
れ
る
。 

さ
ら
に
、
11
月
１
日
～
８
日
、｢

寿

庵
の
翼
２
０
１
６｣

イ
タ
リ
ア
紀
行
８

日
間
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
20

年
前
の
１
９
９
６
年
に
旧
水
沢
市
時

代
に
、
市
長
は
じ
め
188
人
が
「
寿
庵

の
翼
96
平
成
の
遣
欧
使
節
」
と
し
て

ロ
ー
マ
・
バ
チ
カ
ン
へ
行
っ
た
が
、
今

年
は
あ
れ
か
ら
20
年
目
、
第
２
回
目
。 

詳
し
く
は
、
水
沢
教
会 

高
橋
昌
神

父
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

(

携
帯 

090-4551-8454

） 

 

衝
撃
的
な
事
件
は
時
代
の
特
徴
を
よ
く
映
し
出

す
。
５
月
26
日
に
神
戸
で
84
歳
の
夫
が
82
歳
の

妻
の
首
を
絞
め
て
殺
し
た
。
て
っ
き
り
夫
の
介
護
疲

れ
だ
ろ
う
と
同
情
し
た
ら｢

家
事
を
し
な
い
不
満
か

ら
だ
っ
た｣

と
知
っ
て
驚
い
た
。
同
じ
日
に
82
歳
の

夫
が
79
才
の
妻
を
殺
し
た
。
こ
ち
ら
は
介
護
疲
れ
だ
っ
た

▼
こ
の
二
組
は
年
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
想
像
し
て
60
年
前

に
は
祝
福
さ
れ
た
お
似
合
い
の
カ
ッ
プ
ル
だ
っ
た
に
違
い

な
い
▼｢

殺
す
な｣

と
い
う
掟
に
は
人
は
一
人
で
は
生
き
ら

れ
な
い
と
い
う
人
間
観
が
あ
る
▼｢

あ
な
た
の
父
母
を
敬

え｣

は
ど
う
だ
ろ
う
。
５
月
18
日
、
横
浜
で
高
１
の
少
年

が
母
親(

50)

と
祖
母(

81)

を
包
丁
で
刺
殺
し
た
。｢

勉
強

や
生
活
態
度
に
つ
い
て
ガ
ミ
ガ
ミ
言
わ
れ
カ
ッ
と
な
っ

た｣

。
父
親(

50)

は
単
身
赴
任
、
妹(

12)

の
５
人
家
族
。

高
１
ク
ラ
イ
シ
ス
と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う
だ
。
こ
の
子

の
抱
え
て
い
る
不
安
や
悩
み
を
母
や
祖
母
は
共
有
で
き
な

か
っ
た
。
家
庭
は
も
は
や
家
族
の
誰
に
と
っ
て
も
シ
ェ
ル

タ
ー
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
て

も
食
べ
て
い
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
で
、
し
か
も
孤
食
だ
。

会
話
は
ス
マ
ホ
で
外
と
結
ば
れ
る
も
の
、
そ
ば
に
い
る
人

と
は
必
要
な
い
。
ま
さ
に｢

ホ
テ
ル
家
族｣

だ
▼
最
近
記
憶

に
残
っ
た
中
学
生
の
凶
悪
事
件
に
も
当
て
は
ま
る
が
、｢

今

は
『
こ
の
子
は
問
題
を
起
こ
さ
な
い
』
と
安
心
で
き
る
生

徒
は
５
％
く
ら
い
で
残
り
の
95
％
は
極
め
て
不
安
定
な

集
団
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
▼
子
ど
も
が
急
に
お
か
し
く

な
っ
た
訳
で
は
な
い
。｢

家
族
の
中
で
一
番
変
わ
っ
た
の
は

親
で
す｣(

草
薙
厚
子
）
▼
今
、
信
仰
を
重
荷
と
感
じ
て
い

る
信
者
は
ど
ん
な
家
庭
を
営
み
、
ど
ん
な
子
育
て
を
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
▼
イ
エ
ス
様
の
教
え
や
教
会
の
決
ま
り
を

生
か
す
た
め
に
は
、
今
の
現
場
に
合
わ
せ
て
理
解
し
な
お

す
作
業
が
必
要
だ
。
信
仰
は
特
効
薬
で
は
な
く
課
題
な
の

だ
▼
宣
教
な
ど
と
い
う
が
何
も
外
に
出
て
行
っ
て
教
え
を

広
め
る
こ
と
よ
り
先
に
み
言
葉
の
精
神
を
自
ら
生
き
て
い

る
の
で
な
け
れ
ば
伝
え
る
も
の
は
な
い
し
、
信
仰
の
継
承

も
お
ぼ
つ
か
な
い
▼
簡
潔
に
語
ら
れ
た
十
戒
は
、
私
た
ち

の
生
き
て
い
る
所
で
具
体
的
に
適
応
さ
れ
る
言
葉
に
解
釈

さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
。 (

守) 
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 世界の悲惨さと、これほど

多くの尊厳を奪われた兄弟姉

妹の傷をよく見るために、目

を開きましょう。そして、助

けを求める彼らの叫びに耳を

傾けるよう呼びかけられてい

ることに気づこうではありま

せんか。彼らの手を握り、彼

らをわたしたちのもとに引き

寄せましょう。彼らがわたし

たちの存在と友情と兄弟愛に

よるぬくもりを感じることが

できるようになるためです。

彼らの叫びが、わたしたち自

身の叫びとなりますように。

そして、偽善と利己主義を隠

そうとしてはびこることが多

い無関心という壁を、わたし

たちがともに壊すことができ

ますように。 

(いつくしみの特別聖年大勅書１5) 

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年 

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
区
福
原
の
地
の
恩
人
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
領
主
と
し
て
信

仰
に
生
き
た
後
藤
寿
庵
の
遺
徳
を
し
の
び
、
こ
の
地
の
豊
作
と
人
々
の
平
安
を
願
う

｢

春
の
寿
庵
祭｣

が
、
５
月
29
日(

日)

水
沢
区
西
田
の
寿
庵
廟
前
で
行
わ
れ
た
。 

 



 
（２） 

 
 

仙
台
教
区
の
司
祭
団
は
、
毎
月
最
終
の

月
曜
日(

年
10
回)
に
、
月
例
会
を
行
い
、

研
修
、
情
報
交
換
、親
睦
を
行
っ
て
い
る
。 

 

５
月
30
日(

月)

の
仙
台
教
区
司
祭
団

の
月
例
会
は
、
趣
向
を
変
え
て
、
女
川
町

商
業
施
設
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川｣
の
見

物
と｢

大
川
小
学
校｣

で
鎮
魂
の
祈
り
を

さ
さ
げ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。 

 

最
初
の
訪
れ
た｢

女
川
は
流
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
の

だ｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、大
々

的
な
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
活
気
に

満
ち
た
工
事
現
場
を
車
か
ら
確
認

で
き
た
。
も
と
も
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
あ

る
女
川
が
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
意
気
込
み
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

昼
食
後
、｢

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川｣

の
商

店
街
を
散
策
。 

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
、
全

校
児
童
108
名
の
７
割
に
当
た
る
74
名

が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
に
な
っ
た
石

巻
市
立
大
川
小
学
校
を
訪
れ
た
。
保
護
者

た
ち
に
よ
る
と
、
地
震
が
起
き
た
午
後
２

時
46
分
は
、
下
校
時
刻
の
直
前
で
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
待
機
し
て
い
た
と
い
う
。

バ
ス
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
同
じ
こ
ろ
、

無
線
で
運
転
手
に
避
難
を
呼
び
か
け
た
。

そ
こ
で
、
運
転
手
が｢

子
ど
も
た
ち
が
出

て
こ
な
い
ん
だ｣

と
応
答
し
た
の
を
最
後

に
交
信
が
途
絶
え
た
。
午
後
２
時
52
分

校
庭
に
集
ま
っ
て
い
た
児
童
た
ち
に
は
、

防
災
無
線
が
、
大
津
波
警
報
を
伝
え
た
と

い
う
。
そ
こ
で
、｢

こ
の
裏
山
に
子
ど
も

た
ち
を
上
が
ら
せ
て
も
大
丈
夫
か｣

と
尋

ね
た
教
頭
に
、
地
元
の
人
は
、｢

こ
こ
ま

で
は
津
波
が
来
な
い｣

と
断
言
し
た
と
の

こ
と
。
５
年
生
だ
っ
た
哲
也
君
も
、
６
年

生
の
男
子
が
担
任
に｢

山
さ
逃
げ

た
方
が
い
い｣

と
訴
え
た
姿
を
は

っ
き
り
覚
え
て
い
て｢

ど
う
し
て

山
に
逃
げ
な
い
の
か
な
あ｣

と
思

っ
た
と
。 

こ
の
悲
劇
か
ら
３
年
が
過
ぎ

た
と
き
、
つ
い
に
遺
族
が
県
と
市

を
提
訴
し
た
。 

今
で
は
、
悲
惨
な
校
舎
の
前
に

は
、
立
派
な
慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ

犠
牲
に
な
っ
た
児
童
の
家
族
を

含
め
て
全
員
の
名
前
と
校
歌
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
前

に
あ
るANGAEL OF HOPE

の
ブ

ロ
ン
ズ
像
も
輝
い
て
参
拝
者
に

希
望
を
与
え
続
け
て
い
る
。 

大
勢
の
幼
い
命
を
犠
牲
に
し

た
大
人
た
ち
の
責
任
は
今
で
も

問
わ
れ
裁
判
が
継
続
さ
れ
て
い

る
と
聞
く
。 

慰
霊
碑
の
前
で
、司
教
の
先
唱

で
鎮
魂
の
祈
り
を
さ
さ
げ
、
サ
ル

ベ
・
レ
ジ
ナ
を
涙
の
う
ち
に
斉
唱

し
た
。 

参
加
者
は
、
い
つ
も
よ
り
少
な
か

っ
た
が
、
全
員
感
謝
の
う
ち
に
帰
途
に

つ
い
た
。(

佐
々
木 

博) 

「寄り添い ともに生きるために」 

司教 平賀徹夫 

    先月６月、司教総会会期中の１５日午後、「『いつくしみの

特別聖年』公開講演会」が催されました。日本カトリック障害者連絡

協議会による企画で、会場は麹町（聖イグナチオ）教会。総会参加の

司教全員も出席しました。公開講演会の表題は「寄り添い ともに生き

るために ―障害者差別解消法を学ぶ―」。社会の中にも教会の中にも

ある障害者に対する差別の実態(の一部)が障害者自身の口から表明さ

れ、それをどのようにして解消するか、という問題提起がなされたの

でした。 

『イエス・キリスト、父のいつくしみのみ顔』第１５項で教皇フラ

ンシスコは語りかけます。「今日の世界には、どれだけ不安定で苦しい

状況があることでしょうか。どれだけの傷が、もう声を上げることの

できない多くの人の肉体に刻まれていることでしょう。…この聖年の

間に、教会はこれまでにも増してこの傷の手当てをし、慰めの油を塗

り、いつくしみの包帯を巻き、連帯としかるべき気遣いをもって世話

をするよう呼びかけられることになります。侮辱を与えることになる

無関心、心を麻痺させて新しいことを求めさせないようにする惰性、

破壊をもたらす白けた態度、そうしたものに陥らないようにしなけれ

ばなりません。」 

講演会は、「社会福祉法人ＡＪＵ自立の家」専務理事(カ障連の初代

会長)の山田昭義氏による講話に始まり、聴覚障害の方、難病で寝たき

りの方、肢体不自由の方の発表と続きました。障害には、例えば、外

見からはすぐ分からない聴覚障害があり、聴覚障害でも生まれつきの

方や成長して失聴者となった方で障害の違いがある等、個人個人で全

く違うことも強調されていました。社会でも教会でも同じです。教会

での障害者対応はどうなっているでしょう。ミサや講演会で、手話通

訳者が前に立つのは邪魔か、どのようにすれば障害者の一人一人を大

切にすることになるのか、いろいろと考えさせられました。 

そして終わりに思い出したのは、東日本大震災発生後すぐ救援活動に駆

けつけた「ＡＪＵ自立の家」発行の「被災障害者緊急支援・調査速報」第

一面大見出し「障害者は避難所に避難できない」の一文でした。 

大
川
小
学
校
で
鎮
魂
の
祈
り 

仙
台
教
区
司
祭
団
月
例
会  

  

大川小学校犠牲者の慰霊碑 

左側に希望の天使の像 

２階まで津波が上がった大川小学校校舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7
月
・
8
月 

 7･

2  

㊏ 

仙
台
白
百
合
女
子
大
50
周
年 

3
㊐ 

第
５
地
区
大
会(

北
仙
台) 

4
㊊ 

原
町
ベ
ー
ス
起
工
式 

5
～
6 

東
京
管
区
会
議 

7
㊍ 

社
会
司
教
委
員
会 

8
㊎ 

部
落
差
別
人
権
委
・
定
例
会 

12
㊋ 

司
祭
評
役
員
会
・
教
区
司
祭
団
役 

16
㊏ 

核
廃
絶
ミ
サ
・
宣
教
司
牧
評
・
役 

18
㊊ 

ド
ミ
ニ
コ
会
創
立
800
年
記
念
行
事 

(

渋
谷) 

19
～
20
子
ど
も
と
女
性
デ
ス
ク 

全
国
担
当
者
会
議 

21
㊍ 

部
落
差
別
人
権
委
・
事
務
局
会
議 

22
㊎ 

宮
城
県
宗
法
連
代
表
者
会 

25
㊊ 

教
区
司
祭
団
月
例
会 

28
㊍ 

岩
手
カ
ト
幼
連
研
修
会(

一
関) 

29
㊎ 

拡
大
サ
ポ
ー
ト
会
議 

全
ベ
ー
ス
会
議(

中
央
協) 

31
㊐ 

会
津
若
松
教
会 

8･

7 

㊐ 

第
３
地
区(

花
巻
・
北
上
教
会) 

9
㊋ 

司
祭
評
定
例
会
・
司
祭
団
役  

17
㊌ 

宮
城
カ
ト
幼
児
教
育
連
研
修
会 

19
㊎ 

社
会
司
教
委
員
会 

29
～
30
仙
台
教
区
司
祭
の
集
い 

 司
教
日
程 



（３） 

 

 

昨
年
度
ま
で
地
区
長
だ
っ

た
舟
山
亨
神
父
が
帰
天
さ
れ

て
、
地
区
長
不
在
の
時
期
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
初
め
正

式
に
、
エ
メ
神
父
が
地
区
長
に

な
ら
れ
、よ
う
や
く
６
月
25
日

に
、
地
区
協
議
会
を
持
て
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
を

も
っ
て
、
教
区
評
議
員
も
、
会
津
地
区

代
表
か
ら
福
島
地
区
代
表
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
の
一
年
ほ
ど
は
第

七
地
区
と
し
て
報
告
す
べ
き
顕
著
な
活

動
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
教
区
報

の
担
当
の
方
か
ら
「
第
七
地
区
の
記
事

を
・
・
・
」
と
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
地
区
内
各
小
教
区
の
様

子
を
点
描
し
ま
し
ょ
う
。 

 

会
津
地
区
内
の
教
会
に
司
祭
が
不
在

と
な
っ
た
の
は
、実
に
130
年
ぶ
り
で
す
。

（
１
８
８
５
年
会
津
若
松
教
会
設
置
・

ラ
フ
ォ
ン
神
父
が
主
任
司
祭
と
し
て
在

住
）
今
、
常
駐
す
る
司
祭
は
い
ま
せ
ん

が
、
主
日
の
ミ
サ
は
福
島
・
郡
山
・
白

河
か
ら
司
祭
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
お

お
む
ね
会
津
若
松
は
毎
週
、
喜
多
方
は

月
３
回
、
南
会
津
は
月
２
回
は
ミ
サ
が

あ
り
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 

震
災
被
害
を
支
援
を
す
る
教
区
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
４
号
線
か
ら
６
号

線
・
45
号
線
へ
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ

り
ま
し
た
が
、
会
津
地
区
の
ミ
サ
に
つ

い
て
は
「
４
号
線
か
ら
118
号
線
へ
」
と

い
う
状
況
で
す
。
（
南
会
津
町
、
会
津

若
松
市
、
喜
多
方
市
は
い
ず
れ
も
国
道

118
号
線
が
貫
い
て
い
ま
す
。
） 

◇
松
木
町
教
会
で
は
、
こ
の
た
び
、

機
関
紙
『
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
』
の
創
刊
70

周
年
記
念
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
毎

月
、
機
関
紙
と
し
て
発
行
し
、
大
祝
日

や
教
会
の
お
祝
い
日
に
は
冊
子
型
で
発

行
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
創
刊
70

周
年
記
念
号
も
、
Ｂ
５
判
185
ペ
ー
ジ
に

及
ぶ
大
冊
で
、
平
賀
司
教
は
じ
め
、
松

木
町
教
会
に
様
々
な
形
で
係
わ
り
の
合

っ
た
方
々
か
ら
広
く
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
、貴
重
な
原
稿
が
掲
載
さ
れ
、か
つ
、

写
真
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
現
在
の
生
き
生

き
し
た
松
木
町
教
会
の
活
動
の
姿
な
ど

が
載
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
『
ア
ン
ジ

ェ
ル
ス
』
の
歴
史
に
触
れ
る
ペ
ー
ジ
も

あ
り
、
信
仰
の
歴
史
と
力
強
さ
を
感
じ

る
、
極
め
て
貴
重
な
「
資
料
」
で
も
あ

り
ま
す
。 

◇
野
田
町
教
会
で
は
、
６
月
５
日

（
日
）
に
、
臨
時
の
聖
体
奉
仕
者
の
任

命
式
が
行
わ
れ
、平
賀
司
教
に
よ
っ
て
、

９
人
の
方
々
が
新
た
に
臨
時
の
聖
体
奉

仕
者
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
ヨ
ハ
ネ
ス
社
製
の
チ
ャ
ー
チ
オ

ル
ガ
ン
が
、
全
額
寄
付
と
い
う
形
で
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
聖
霊
降
臨
の
ミ
サ
の

前
に
、
祝
福
式
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
オ
ル
ガ
ン
設
置
を
記
念
し
て
、
６

月
19
日
（
日
）
、
チ
ェ
リ
ス
ト
の
西
牧

佳
奈
子
さ
ん
を
迎
え
て
、
同
教
会
信
徒

の
富
山
律
子
さ
ん
と
の
デ
ュ
オ
に
よ
る

熊
本
地
震
復
興
支
援
の
た
め
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

130
名
を
超
え
る
方
々
が
集
ま
り
、
聖
堂

に
響
き
わ
た
る
音
色
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

◇
会
津
若
松
教
会
で
は
、
市
郊
外
の

キ
リ
シ
タ
ン
塚
で
、
殉
教
者
の
霊
を
慰

め
、そ
の
強
い
信
仰
心
に
倣
う
た
め
に
、

６
月
５
日
（
日
）
に
板
垣
神
父
の
司
式

で
、
野
外
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
地
で
17
世
紀
当
初
に
、
62
人
が
尊

い
命
を
神
様
に
さ
さ
げ
た
こ
と
を
偲
ぶ

も
の
で
、
今
も
会
津
の
信
徒
た
ち
の
心

に
支
え
と
励
ま
し
を
送
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ミ

サ
に
向
け
て
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
Ｊ

Ａ
会
津
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
７
月
31
日
（
日
）
に
は
、
舟

山
亨
神
父
が
帰
天
さ
れ
て
１
年
に
な
る

の
で
、
追
悼
ミ
サ
を
行
い
ま
す
。 

平
賀
司
教
の
司
式
で
、
ご
遺
族
や
会

津
地
区
全
体
の
信
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
、
舟
山
神
父
の
霊
が
主
の
も
と
に
あ

っ
て
永
遠
の
安
ら
ぎ
の
う
ち
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
と
の
祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま

す
。 第

七
地
区
に
は
、
コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ

ン
・
ド
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
花
園
修
道
院
、

無
原
罪
聖
母
宣
教
女
会
会
津
若
松
修
道

院
、
ド
ミ
ニ

コ
会
雪
の

聖
母
修
道

院
が
あ
り

ま
す
が
、
い

ず
れ
も
高

齢
化
や
シ

ス
タ
ー
方

の
減
少
は

さ
け
ら
れ

な
い
も
の

の
、
祈
り
や

教
育
な
ど

に
よ
っ
て
、

神
様
の
意

向
に
沿
っ

た
尊
い
お
働
き
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
は
福
島

で
小
・
中
・
高
・
短
大
が
そ
れ
ぞ
れ
１
、

幼
稚
園
は
２
園
、
会
津
で
は
小
・
中
・

高
校
そ
れ
ぞ
れ
１
、
幼
稚
園
が
３
園
あ

り
ま
す
が
、い
ず
れ
の
園
や
学
校
で
も
、

何
ら
か
の
形
で
五
月
に
は
マ
リ
ア
祭
が

行
わ
れ
、
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
を
守
っ

て
く
だ
さ
る
マ
リ
ア
様
の
や
さ
し
さ
に

自
分
た
ち
の
心
を
向
け
て
祈
る
時
が
持

た
れ
ま
し
た
。 

第
八
地
区
の
教
区
研
修
会
が
９
月

19
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
第
八

地
区
か
ら
「
第
七
地
区
と
合
同
で
行
い

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
お
誘
い
が
あ
り
、

心
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
他
の
地
区

に
比
べ
て
、
少
し
活
動
が
遅
れ
て
い
る

感
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
追
い
か

け
て
、
追
い
つ
き
ま
す
。
お
祈
り
く
だ

さ
い
。
（
会
津
若
松
教
会 

佐
藤 

大
） 

地区だより  
＝
第
７
地
区
＝ 

 

会
津
若
松
・
野
田
町
・
松
木
町
・

桑
折
・
喜
多
方
・
南
会
津 

・
釜
石
・
花
巻
・
北
上
・
遠
野 

アンジェルス７０号 

キリシタン塚での野外ミサ 

   ３Ｒ（＝省資源
リデュース

＋再利用
リユース

＋再資源化
リサイクル

） 

 宇宙にポツンと浮かぶ地球．その表面に住ん

でいる人類。生きてゆくために必要な資源は自

給自足するしかありません。そのために標題の

３Rが不可欠で、とくに省資源が重要です。また、

再利用・再資源化に必要なエネルギーは地球に

注がれる太陽エネルギーで賄うことです。今流

行のアベノミクスに逆らうようですが、過剰な

消費を慎むことが地球の将来に対して責任ある

態度でしょう。節消費は環境保護に対しても有

効です。一番の環境悪化は戦争です。テロを含

め、戦争の拡大要因の一つは武器の製造や拡散

です。近頃の世界の趨勢は日本を含め、広い意

味での環境破壊に突き進んでいるとしか思えま

せん。時間をもとに巻き戻す方法はないもので

しょうか。 地球を大事にする会 白石 裕 

野田町教会チャリティー・コンサート 
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畳
屋
丁
教
会
、
100
周
年
を
迎
え
て 

６
月
４
日(
土)

、
晴
れ
わ
た
っ
た

朝
日
に
畳
屋
丁
教
会
は
そ
の
白
い
外

壁
が
よ
り
一
層
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
、
畳
屋
丁
教
会
は

100
年
を
迎
え
た
記
念
の
ミ
サ

が
平
賀
司
教
は
じ
め
、一
ノ
関

教
会
か
ら
佐
藤
守
也
神
父
、東

京
か
ら
グ
ア
ダ
ル
ペ
宣
教
会

の
イ
グ
ナ
シ
オ
神
父
、
そ
し
て

仙
台
在
住
の
司
祭
を
含
め
10

名
の
共
同
司
式
で
、
120
名
以

上
の
方
の
出
席
に
よ
り
厳
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ミ
サ
後
、
隣
の
小
さ
き
花

幼
稚
園
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
祝
賀
会
に
も
多
く
の
方
々

に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、盛
会

の
う
ち
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

畳
屋
丁
教
会
は
一
番
古
い
洗
礼
台

帳
に
「
１
９
１
６
年
の
洗
礼
第
１
号

を
も
っ
て
教
会
の
創
立
と
す
る
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
私
た
ち

は
今
年
を
100
周
年
の
年
と
し
、

祝
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

今
か
ら
100
年
前
は
１
９
１
４

(

大
正
３)

年
か
ら
１
９
１
８ (

大
正
７) 

年
に
か
け
て
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
さ

な
か
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
大
戦
の

た
め
ベ
ル
リ
ン
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ

た
第
６
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
中
止
さ
れ
、

国
内
で
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先
駆

者
と
い
わ
れ
る
吉
野
作
造
が
活
躍
し
た

時
代
で
し
た
。 

明
治
維
新
か
ら
半
世
紀
、
仙
台
も
当

時
は
10
数
万
人
程
度
の
人
口
で
、
元
寺

小
路
教
会
、
角
五
郎
丁
教
会(

現 

西
仙

台)

を
中
心
に
布
教
活
動
が
行
わ
れ
て
い

た
中
、
仙
台
市
街
地
の
東
の
は
ず
れ
に

あ
た
る
こ
こ
畳
屋
丁
に
パ
リ
外
国
宣
教

会
の
モ
ン
タ
ー
グ
神
父
が
布
教
の
た
め

居
を
構
え
た
の
が
教
会
の
始
ま
り
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
苦

難
と
混
乱
を
乗
り
越
え
、
戦
後
は
小
さ

き
花
幼
稚
園
と
と
も
に
幾
度
か
の
聖
堂

建
て
替
え
を
経
て
、
２
０
１
１
年
３
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
も
耐
え
て
現

在
ま
で
歩
み
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

現
在
の
聖
堂
の
床
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
仕

様
に
な
っ
て
お
り
、
履
き
物
を
脱
い
で

ミ
サ
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
が
、
畳
屋
丁

の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
先
代
の
聖
堂
ま

で
は
、
聖
堂
内
に
畳
が
敷
か
れ
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
は
畳
の
上
で
ミ
サ
を
通

し
て
主
の
食
卓
を
囲
む
楽
し
さ
を
受
け

継
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
良
き
伝

統
は
私
た
ち
畳
屋
丁
教
会
の
宝
で
す
。

そ
し
て
こ
の
宝
を
こ
れ
か
ら
も
磨
き
、

受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
（
畳
屋
丁
教
会 

原 

尚
幸
） 

仙
台
広
瀬
川
大
橋
の
た
も
と
に
建
っ
て

い
る
殉
教
記
念
像
は
今
か
ら
約
45
年
前

(
１
９
７
１
年
９
月
）完
成
し
た
も
の
で
す
。 

彫
刻
家
で
も
あ
る
深
沢
守
三
神
父
が

制
作
し
た
、福
者
カ
ル
ワ
リ
オ
神
父
と
、

武
士
、
農
民
の
３
体
の
殉
教
者
像
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

毎
年
、
２
月
最
終
の
日
曜
日
に
は
、

こ
の
記
念
像
の
前
で
、
広
瀬
川
殉
教
祭

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

除
幕
式
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
駐
日
大
使
の

列
席
の
下
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
以
来
こ
の
記
念
像
に
営
繕
の
手

が
入
れ
ら
れ
た
記
録
は
な
く
、
そ
の
た

め
か
像
自
体
は
問
題
な
い
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
台
座
部
分
に
、
ひ
び
割
れ
、

塗
装
の
劣
化
が
見
ら
れ
こ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
、
像
の
倒
壊
も
危
惧
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
早
急
に
手
入
れ
が
必
要
と
の

専
門
家
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
記
念
像
建
設
を
発
案
し
事
業
推

進
を
担
っ
た
の
は
当
時
の
「
仙
台
地
区

壮
年
連
盟
」
で
し
た
。 

そ
の
意
志
を
受
け
継
ぐ
「
仙
台
壮
年

の
会
」
と
し
て
は
、
こ
の
殉
教
碑
を
50

年
後
の
人
々
に
も
残
そ
う
と
、
本
年
４

月
の
総
会
で
、
修
繕
工
事
に
向
け
て
動

き
出
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

殉
教
碑
の
説
明
版
も
あ
る
が
、
外
国

人
観
光
客
の
た
め
に
も
英
語
の
説
明
版

も
加
え
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
の
た
め
に

は
、
か
な
り
の
費
用
も
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
教
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。(

仙
台
壮
年
の
会 

世
話
人  

 

岡
田 

謙
一
・
八
木
山
教
会) 

６
月
18
日(

土)

、
北
仙
台
教
会
信
徒

館
で
勉
強
会
が
行
わ
れ
、
約
30
人
が
参

加
し
た
。 

キ
リ
ス
ト
教
は
ど
ん
な
神
を
礼
拝
し
て
い
る

の
か
？ 

「
信
仰
宣
言
の
中
に
信
仰
の
核
心
が
あ
る
。 

① 

イ
エ
ス
の
証
言
か
ら
、
父
な
る
神
・
御

子
イ
エ
ス
・
聖
霊
が
一
体
と
な
っ
た
神
。 

② 

弟
子
た
ち
の
証
言
…
十
字
架
に
架
け
ら

れ
、
３
日
目
に
復
活
し
た
イ
エ
ス
。 

こ
の
二
つ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
核
心
で
あ
る
。 

で
は
、
信
じ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？ 

目
に
見
え
な
い
も
の
、
そ
の
背
後
に
あ
る

も
の
を
読
み
取
る
力
は
、
人
間
独
自
の
能
力

で
あ
る
。
科
学
も
、
宗
教
も
こ
の
人
間
の
能

力
に
よ
っ
て
発
展
し
た
。 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
間
違
い
は
、
無
数
の

教
え(

宗
教)

が
あ
る
中
で
、
一
つ
だ
け
が
正

し
い
。
救
い
は
そ
こ
に
し
か
な
い
と
し
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
自
分
だ
け
が
正
し
い
と
主
張

す
る
か
ら
喧
嘩
に
な
り
、
戦
争
に
な
る
。 

バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
文
書｢

信
教
の
自
由
に

関
す
る
宣
言｣

に
あ
る
よ
う
に
、
信
仰
に
生
き

る
と
は
、
個
人
的
な
主
観
、
確
信
か
ら
く
る

信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
だ
れ
か
ら
も

強
制
・
束
縛
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
心
か

ら
自
分
が
納
得
し
て
生
き
る
生
き
方
で
あ
り
、

そ
れ
は
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
い
て
当
た
り
前

で
あ
る
。 

自
分
の
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
、
あ

な
た
を
導
い
て
い
る
神
に
従
っ
て
生
き
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
強
調
し
た
。 

畳
屋
丁
教
会
100
周
年 

50
年
後
の
人
々
へ 

こ
の
碑
を
残
そ
う
！ 

仙
台
広
瀬
川
殉
教
記
念
碑 

２月の広瀬川殉教祭 

｢

キ
リ
ス
ト
教
の
核
心｣

と
は
？ 

仙
台
壮
年
の
会
主
催
勉
強
会 

講
師
・
横
島
健
二
神
父 

司教司式の１００周年記念ミサ 

身振り手振りを交えて 

講演する横島神父 



 
（５） 

  

１
９
３
３
年
の
夏
、
ベ
ル
ギ
ー
・
デ
ィ
ナ
ン

の
ベ
ト
レ
ヘ
ム
修
道
院
に
お
い
て
、
ズ
ー
ル

の
司
祭
ズ
ー
ウ
ト
ウ
師
よ
り
布
教
地
に
観
想

修
道
院
創
立
の
話
が
あ
り
、
特
に
中
国
の
フ

ニ
ン
ク
教
区
長
モ
ン
シ
ニ
ョ
ー
ル
・
ラ
ボ
ア

ド
ー
ル
師
（
ド
ミ
ニ
コ
会
）
が
観
想
修
道
院

を
熱
望
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
数
人
の
修
道

女
よ
り
創
立
に
行
き
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ

っ
た
。
１
９
３
５
年
、
中
国
に
お
け
る
政
治

的
混
乱
に
よ
り
、
創
立
は
未
定
と
な
っ
た
。 

し
か
し
準
備
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。

あ
る
布
教
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、
日
本

の
函
館
教
区
長
デ
ュ
マ

ス
師
（
ド
ミ
ニ
コ
会
）

の
観
想
修
道
院
設
立
の

希
望
に
接
し
、
天

主
の
み
旨
で
は

と
考
え
た
院
長

は
、
デ
ュ
マ
ス
教

区
長
へ
書
簡
を

し
た
た
め
、
彼
よ
り
観
想
修
道
院
の
創
立
を

引
き
受
け
る
旨
の
返
信
を
受
け
た
。
そ
の
後

創
立
の
地
は
盛
岡
と
決
定
さ
れ
た
。
１
９
３

６
年
５
月
に
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
創
立
者
６
名
を

迎
え
た
の
は
、
彼
の
後
任
、
仙
台
教
区
長
ル

ミ
ュ
ー
司
教
（
ド
ミ
ニ
コ
会
）
で
し
た
。 

ベ
ル
ギ
ー
の
恩
人
に
は
創
立
後
20
年
に
も

わ
た
っ
て
援
助
を
受
け
、
ま
た
日
本
の
恩
人
、

信
徒
の
皆
様
に
も
多
大
な
援
助
を
い
た
だ
き
、

私
た
ち
の
助
け
と
な
り
、
励
ま
し
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

創
立
当
初
か
ら
ホ
ス
チ
ア
作
り
、
山
羊
、

牛
等
の
飼
育
、
翻
訳
、
そ
の
後
ガ
レ
ッ
ト
・

ニ
ッ
ク
ナ
ッ
ク
等
の
製
菓
事
業
を
盛
ん
に
営

ん
で
い
ま
し
た
が
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
逐

次
終
了
し
、
今
か
ら
10
年
前
位
に
は
、
製
菓

事
業
を
全
部
辞
め
ま
し
た
。
幸
い
、
ガ
レ
ッ

ト
は
佐
々
木
製
菓
さ
ん
に
、
ニ
ッ
ク
ナ
ッ
ク

は
あ
す
な
ろ
さ
ん
に
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
、

ド
ミ
ニ
カ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
の
味
は
い
ま
だ
盛

岡
の
地
に
健
在
で
す
。 

現
在
は
、
日
ご
と
の
祈
り
、
ミ
サ
聖
祭
、

教
会
の
祈
り
、
ド
ミ
ニ
カ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
会
場
、
黙
想
者
の
受
け
入
れ
、
見
学
者
の

応
対
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
方
々
と
の
交

流
等
、
活
発
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

５
月
16
日
創
立
80
周
年
を
迎
え
、
平
賀

司
教
、
井
原
神
父(

ド
ミ
ニ
コ
会)

、
イ
ン
セ

ン
神
父
（
四
ツ
家
教
会
・
神
言
会
）
の
共
同

司
式
ミ
サ
が
、
信
徒
の
方
々
が
歌
隊
席
の
大

部
分
を
埋
め
つ
く
す
な
か
、
荘
厳
な
う
ち
に

も
和
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
感
謝
の
う
ち
に

80
年
を
振
り
返
り
、
感
無
量
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
高
齢
化
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
人
々
の
励

み
と
な
る
よ
う
な
共
同
体
と
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
人
々
の
熱
い
思
い
を
心
に
収
め

て
、
現
在
試
行
錯
誤
の
状
態
で
す
。 

私
た
ち
の
修
道
院
で
は
、
今
後
も
そ
れ
な

り
の
発
展
を
い
つ
も
念
頭
に
置
い
て
祈
り
、

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

設
立
80
周
年
に
よ
せ
て 

盛
岡
ド
ミ
ニ
カ
ン
・
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
修
道
院 

ス
ー
ル
・
マ
リ
・
エ
ン
マ
ヌ
エ
ル
OP
日
下  

 

水俣病歴史考証館(相恩社) 

   

松
丘
教
会
の
歩
み(

３) 

隔
離
政
策
の
被
害
は
本
人
だ
け
で
は

な
く
家
族
に
対
す
る
差
別
偏
見
に
及
び

ま
し
た
。
家
族
が
身
内
か
ら
患
者
を
出

し
た
こ
と
を
隠
さ
ざ
る
を
え
な
い
、
本

人
が
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
の
思
い

か
ら
、
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
出
来
ず
、

亡
く
な
っ
た
後
も
実
家
の
お
墓
に
入
る

こ
と
が
出
来
な
い
等
か
ら
、
多
く
の
方

が
療
養
所
内
の
納
骨
堂
に
眠
っ
て
い
ま

す
。 ケ

ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会
は
、松
丘
保
養

園
近
く
の
市
営
三
内
霊
園
に
隣
接
し
た

土
地
を
購
入
し
て
、
市
内
信
者
の
た
め

に
三
内
カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
を
造
営
し
た

際
、
そ
の
一
画
を
松
丘
教
会
信
者
に
提

供
し
ま
し
た
。1

9
8
1
(

昭
和
56)

年
、

松
丘
教
会
信
者
の
共
同
墓
碑
を
造

り
、
今
で
は
77
名
の
霊
魂
が
安
ら

か
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
眼
下
に
松

丘
教
会
を
一
望
で
き
る
ば
か
り
で

な
く
、
桜
の
木
を
あ
ち
こ
ち
に
植

え
芝
生
を
敷
い
た
居
心
地
の
よ
い

場
所
で
、
青
森
市
内
の
信
者
の
皆

さ
ん
は
桜
の
咲
く
頃
に
墓
地
清
掃

と
お
花
見
を
さ
れ
ま
す
。 

 

ケ
ベ
ッ
ク
会
は
戦
後
の

1
9

4
9
(

昭
和2

4
)

年
、
同
じ
カ
ナ
ダ

の
ド
ミ
ニ
コ
会
か
ら
、
青
森
県
の

司
牧
担
当
を
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

松
丘
と
共
に
歩
ん
だ
神
父
様
方
を

紹
介
し
ま
す
。 

 
1
9
5
0

(

昭
和2

5
)

年
ケ
ベ
ッ
ク

会
最
初
の
主
任
と
な
っ
た
フ
ラ
ン

シ
ス
・
レ
フ
ー
ベ
ル
神
父
は
、
助

任
ア
ヒ
ー
ル
・
ク
ル
ノ
エ
神
父
と

信
仰
共
同
体
の
基
礎
を
作
り
、

1
9

5
1
(

昭
和2

6
)

年
に
助
任
ル
シ
エ

ン
・
ボ
リ
ュ
ー
神
父
と
愛
徳
会
の

結
成
を
導
き
、1

9
5
7

(

昭
和3

2
)

年

に
は
助
任
マ
ル
セ
ル
・
ク
レ
ポ
ー

神
父
と
聖
堂
を
建
設
さ
れ
ま
し

た
。 

 
1
9
6
1

(

昭
和3

6
)

年
か
ら
ボ
リ

ュ
ー
神
父
が
主
任
と
な
り
、
助
任

ジ
ル
・
ラ
ン
ド
ル
ー
ビ
ル
神
父
と

1
9

6
3
(

昭
和

3
8

)

年
伝
道
館
を
建

設
、
助
任
イ
バ
ン
・
ル
メ
ー
神
父

と

1
9

6
4

(

昭
和

3
9
)

年
オ
ジ
リ
ア

会
、1

9
6
5

(

昭
和4

0
)

年
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
第
三
会
の
結
成
を
導
か
れ

ま
し
た
。 

 
1

9
6
7
(

昭
和

4
2
)

年
に
ポ
ー

ル
・
ラ
ベ
神
父
、1

9
7

1
(

昭
和4

6
)

年
に
フ
ロ
ー
ラ
ン
・
ベ
ン
サ
ン
神

父
が
主
任
と
な
り
、
受
洗
者
が
ふ

た
た
び
相
次
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 
1
9
7
8

(

昭
和5

3
)

年
か
ら
主
任

と
な
っ
た
デ
ュ
ベ
・
ジ
ル
神
父
は
、

1
9

8
0
(

昭
和5

5
)

年
ガ
ス
パ
リ
大
司

教
の
来
園
、1

9
8

1
(

昭
和5

6
)

年
の

共
同
墓
碑
建
立
、1

9
8

2
(

昭
和5

7
)

年
の
宣
教5

0

年
献
堂2

5

年
記
念

式
典
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

  
1
9
8
7

(

昭
和6

2
)

年
に
ラ
ヴ
ォ

ア
神
父
、
そ
し
て
ケ
ベ
ッ
ク
会
最

後
の
主
任
と
な
っ
た
の
は
ラ
ン
ド

ル
ー
ビ
ル
神
父
で
し
た
。 

 

参
考
：
滝
田
十
和
男
「
カ
ト
リ

ッ
ク
松
丘
教
会
の
昔
と
今
」
、
「
星

の
丘
～
松
丘
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
宣

教
５
０
周
年
献
堂
２
５
周
年
記
念

誌
」 

 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

御
供

真
人 

  

 

か
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
眼
下
に
松
丘
教
会
を

一
望
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
桜
の
木
を
あ

ち
こ
ち
に
植
え
芝
生
を
敷
い
た
居
心
地
の

よ
い
場
所
で
、
青
森
市
内
の
信
者
の
皆
さ
ん

は
桜
の
咲
く
頃
に
墓
地
清
掃
と
お
花
見
を

さ
れ
ま
す
。 

 

ケ
ベ
ッ
ク
会
は
戦
後
の1

9
4
9
(

昭
和
24)

年
、
同
じ
カ
ナ
ダ
の
ド
ミ
ニ
コ
会
か
ら
、
青

森
県
の
司
牧
担
当
を
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
松

丘
と
共
に
歩
ん
だ
神
父
様
方
を
紹
介
し
ま

す
。 

 
1
9
5
0
(

昭
和
25
）
年
ケ
ベ
ッ
ク
会
最
初
の

主
任
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
レ
フ
ー
ベ
ル

神
父
は
、
助
任
ア
ヒ
ー
ル
・
ク
ル
ノ
エ
神
父

と
信
仰
共
同
体
の
基
礎
を
作
り
、1

9
5
1
(

昭

和
26)

年
に
助
任
ル
シ
エ
ン
・
ボ
リ
ュ
ー
神

父
と
愛
徳
会
の
結
成
を
導
き
、1

9
5
7
(

昭
和

32)

年
に
は
助
任
マ
ル
セ
ル
・
ク
レ
ポ
ー
神

父
と
聖
堂
を
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 
1
9
6
1

（
昭
和
36
）
年
か
ら
ボ
リ
ュ
ー
神

父
が
主
任
と
な
り
、
助
任
ジ
ル
・
ラ
ン
ド

ル
ー
ビ
ル
神
父
と1

9
6

3

（
昭
和
38
）

年
伝
道
館
を
建
設
、
助
任
イ
バ
ン
・
ル

メ
ー
神
父
と1

9
6

4

（
昭
和3

9

）
年
オ

ジ
リ
ア
会
、1

9
6

5

（
昭
和4

0

）
年
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
第
三
会
の
結
成
を
導

か
れ
ま
し
た
。 

 
1

9
6

7

（
昭
和4

2

）
年
に
ポ
ー
ル
・

ラ
ベ
神
父
、1

9
7

1

（
昭
和4

6

）
年
に

フ
ロ
ー
ラ
ン
・
ベ
ン
サ
ン
神
父
が
主
任

と
な
り
、
受
洗
者
が
ふ
た
た
び
相
次
ぐ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
1

9
7

8

（
昭
和5

3

）
年
か
ら
主
任
と

な
っ
た
デ
ュ
ベ
・
ジ
ル
神
父
は
、19

8
0

（
昭
和

5
5

）
年
ガ
ス
パ
リ
大
司
教
の

来
園
、1

9
8

1

（
昭
和5

6

）
年
の
共
同

墓
碑
建
立
、1

9
8

2

（
昭
和5

7

）
年
の

宣
教

5
0

年
献
堂

2
5

年
記
念
式
典
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

  
1

9
8

7

（
昭
和6

2

）
年
に
ラ
ヴ
ォ
ア

神
父
、
そ
し
て
ケ
ベ
ッ
ク
会
最
後
の
主

任
と
な
っ
た
の
は
ラ
ン
ド
ル
ー
ビ
ル

神
父
で
し
た
。 

 

参
考
：
滝
田
十
和
男
「
カ
ト
リ
ッ
ク
松

丘
教
会
の
昔
と
今
」
、
「
星
の
丘
～
松

丘
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
宣
教
５
０
周
年

献
堂
２
５
周
年
記
念
誌
」 

 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

御
供
真
人 

  

年
伝
道
館
を
建
設
、
助
任
イ
バ
ン
・
ル
メ
ー

神
父
と1

9
6
4
(

昭
和
39)

年
オ
ジ
リ
ア
会
、

1
9
6
5
(

昭
和
40)

年
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
第
三

会
の
結
成
を
導
か
れ
ま
し
た
。 

 
1
9
6
7
(

昭
和
42)

年
に
ポ
ー
ル
・
ラ
ベ
神

父
、19

7
1
(

昭
和
46)

年
に
フ
ロ
ー
ラ
ン
・
ベ

ン
サ
ン
神
父
が
主
任
と
な
り
、
受
洗
者
が
ふ

た
た
び
相
次
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
1
9
7
8
(

昭
和
53)

年
か
ら
主
任
と
な
っ
た

デ
ュ
ベ
・
ジ
ル
神
父
は
、1

9
8
0
(

昭
和
55)

年
ガ
ス
パ
リ
大
司
教
の
来
園
、1

9
8
1
(

昭
和

56)

年
の
共
同
墓
碑
建
立
、19

8
2
(

昭
和
57)

年
の
宣
教
50
年
献
堂
25
年
記
念
式
典
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

 
1
9
8
7
(

昭
和
62)

年
に
ラ
ヴ
ォ
ア
神
父
、

そ
し
て
ケ
ベ
ッ
ク
会
最
後
の
主
任
と
な
っ

た
の
は
ラ
ン
ド
ル
ー
ビ
ル
神
父
で
し
た
。 

【
参
考
】
滝
田
十
和
男
「
カ
ト
リ
ッ
ク
松

丘
教
会
の
昔
と
今
」、「
星
の
丘
～
松
丘
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
宣
教
50
周
年
献
堂
25
周

年
記
念
誌
」 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

御
供
真
人 

  

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
仙
台
教
区 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

デュマス師 

ルミュー司教と創立時の６名 

創立記念ミサ 

歌隊席でミサに参列する信徒たち 



 

（６） 

 

２
０
１
６
年
度
総
会
が
、
６
月
12
日(

日)

今
年

は
北
仙
台
教
会
を
会
場
に
90
名
の
会
員
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
前
年
度
の
活

動
報
告
、
会
計
報
告
、
会
則
一
部
改
正
、
２
０
１

６
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
「
絆
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
に

な
ら
っ
て
」
に
そ
っ
て
の
活
動
計
画
、
予
算
の
審

議
、
今
年
度
の
８
教
会
の
役
員
を
満
場
一
致
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
議
事
の
一
切
を
終
了
。 

昼
食
後
、
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
「
絆
・
サ
ン

タ
マ
リ
ア
に
な
ら
っ
て
」
と
題
し
て
、
第
五
地
区

長
で
あ
る
會
津
隆
司
神
父
の
講
演
を
聞
い
た
。 

會
津
神
父
は
、「
サ
ン
タ
マ
リ
ア
は
長
崎
っ
ぽ

い
と
感
じ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
長
崎
の
信
徒
の

歩
み
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
大
切
な
一
つ
の
区
切
り
と
感
じ
た
。
信
徒
側
か

ら
見
れ
ば
、
司
祭
発
見
で
あ
り
、
司
祭
か
ら
見
れ

ば
信
徒
発
見
に
な
る
。 

『
あ
な
た
の
心
は
私
た
ち
の
心
と
同

じ
』
つ
ま
り
同
じ
信
仰
を
生
き
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
歩
み
の
中
で
の
サ
ン
タ
マ

リ
ア
と
い
う
言
葉
の
響
き
は
、
信
仰
の
面
で
の
交

流
で
は
な
い
か
と
思
う
。
信
徒
た
ち
は
200
余
年
自

分
た
ち
の
信
仰
を
守
り
、
伝
え
て
来
た
。 

プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
た
ち
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

隠
れ
切
支
丹
が
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ

う
な
歩
み
の
中
の
出
会
い
、
そ
の
出
会
い
の
歩
み

が
今
も
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ロ

ザ
リ
オ
の
祈
り
か
ら
マ
リ
ア
様
が
エ
リ
ザ
ベ
ト
を

訪
問
し
た
事
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
、
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
出
向
い
て
行
っ
て
喜
び
を
共
に
す
る

生
き
方
。
カ
ナ
の
婚
宴
で
は
、
ぶ
ど
う
酒
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
す
ぐ
感
じ
た
こ
と
を
行

動
に
移
す
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
気
づ
き
は
理
屈
で

は
な
く
、
信
者
と
し
て
こ
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き

だ
と
さ
れ
、
善
き
サ
マ
リ
ア
人
の
た
と
え
話
か
ら

は
、
何
も
言
わ
ず
に
あ
わ
れ
に
思
っ
て
い
つ
く
し

み
の
気
持
ち
を
旅
人
に
示
し
た
」。 

 

會
津
神
父
は
、
高
校
・
大
学

時
代
を
振
り
返
り
、「
マ
リ
ア
様

の
よ
う
に
感
じ
た
事
を
す
ぐ
行

動
に
移
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
、
挫
折
感
が
出
発
点
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
日
曜
学
校
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
す
る
中
で
次
第
に

人
々
に
心
を
開
き
、
素
直
に

人
々
の
必
要
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
自
信
は
な
か

っ
た
。 

 
そ
ん
な
時
、
大
震
災
で
被
災

し
、
被
災
者
支
援
活
動
を
し
て

い
る
時
に
そ
の
中
で
悲
し
み
、

苦
し
み
の
中
に
あ
っ
て
も
人
は

優
し
さ
を
持
ち
続
け
、
希
望
の

光
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
学
び
、
特

に
幼
稚
園
児
か
ら
は
癒
さ
れ
、
元
気
を
も
ら
え
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
の
方
々
と
の
絆
も
深
ま
り
、
希

望
の
光
と
な
る
姿
を
見
、
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。 

あ
け
の
星
会
に
は
今
後
も
南
三
陸
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
女
性
の
会
に
さ
さ
や
か
な
つ
な
が
り
を
持
ち
続

け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。 

マ
リ
ア
様
に
な
ら
っ
て
出
会
い
を
通
し
て
何
か

を
感
じ
て
も
ら
い
、
感
じ
た
心
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
思
わ
ず
駆
け
寄
っ
て
大
丈
夫
と
声
を
か
け
、

そ
ん
な
歩
み
を
大
切
に
一
緒
に
た
ど
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
」
と
話
を
結
ば
れ
ま
し
た
。 

 

あ
け
の
星
会
会
長 

佐
山 

淑
子(

塩
釜
教
会) 

  

 

｢
絆
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
に
な
ら
っ
て｣ 

仙
塩
地
区
連
合
婦
人
会｢

あ
け
の
星
会｣

総
会 

會津神父の講演を聞く会員たち 

 

て
の
修
道
院
を
つ
く
り
、
10
年
後
、

ト
ゥ
ー
ル
の
司
教
と
な
り
、
修
道
院

を
建
て
て
会
則
を
定
め
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
初
め

て
の
修
道
会
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
彼

は
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
の
聖
人
と
さ
れ

ま
し
た
。
殉
教
し
な
い
で
聖
人
に
な

っ
た
か
な
り
珍
し
い
例
で
す
。 

 

こ
の
マ
ル
タ
ン
の
逸
話
で
私
の
気

に
な
る
こ
と
は
、
マ
ン
ト
を
半
分
に

裂
い
て
渡
し
た
こ
と
で
す
。
何
故
マ

ン
ト
を
脱
い
で
ソ
ッ
ク
リ
渡
さ
な
か

っ
た
の
か
。 

半
分
に
裂
い 

て
与
え
る
の 

と
ど
う
違
う 

の
か
？
次
回 

に
私
の
考
え 

を
述
べ
ま
す
。 

 

ア
カ
ペ
ラ(a

 cap
p
e
lla

） 

② 

聖
マ
ル
タ
ン
の
マ
ン
ト 

 

元
寺
小
路 

白
石 

裕 
 

聖
人
伝
（
光
明
社
、19

5
2

）
に
よ
る

と
、
マ
ル
チ
ノ
（
平
賀
司
教
様
の
霊
名
、

フ
ラ
ン
ス
読
み
で
マ
ル
タ
ン
）
の
父
は

ロ
ー
マ
軍
の
大
佐
で
、
北
イ
タ
リ
ア
か

ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
転
任
す
る
と
き
、
そ

の
息
子
を
勉
強
の
た
め
ロ
ー
マ
に
残

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
マ
ル
タ
ン
は
初

め
て
教
会
を
訪
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え

に
心
を
惹
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父

の
意
志
を
受
け
、
15
歳
で
軍
隊
に
入
り

北
フ
ラ
ン
ス
で
軍
役
に
つ
き
ま
し
た
。 

あ
る
厳
冬
の
最
中
、
騎
馬
で
ア
ミ
ア

ン
の
郊
外
を
行
く
と
、
貧
し
い
乞
食
が

現
れ
憐
れ
み
を
乞
い
ま
し
た
が
彼
に

は
分
け
与
え
る
金
品
の
持
ち
合
わ
せ

が 

が
無
く
、
と
っ
さ
に
自
分
の
着
て
い

る
マ
ン
ト
を
二
つ
に
裂
い
て
半
分

を
乞
食
に
与
え
ま
し
た
。 

そ
の
夜
、
彼
は
夢
に
、
半
分
の
マ

ン
ト
を
身
に
つ
け
た
キ
リ
ス
ト
が

傍
ら
の
天
使
を
顧
み
て
「
こ
れ
は
受

洗
志
願
者
の
マ
ル
タ
ン
が
私
に
く

れ
た
も
の
」
と
語
ら
れ
る
の
を
聞

き
、
昼
間
の
乞
食
が
キ
リ
ス
ト
で
あ

っ
た
と
悟
り
ま
し
た
。
そ
し
て
マ
ル

タ
ン
が
目
覚
め
る
と
マ
ン
ト
は
元

通
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
が
マ
ル
タ
ン
に
関
す
る
最

も
有
名
な
逸
話
で
、
フ
ラ
ン
ク
王
国

で
は
こ
の
と
き
の
マ
ン
ト
を
聖
遺

物
と
し
て
宝
物
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
マ
ル
タ
ン
は
改
宗
し
て

修
道
者
と
な
り
、
ガ
リ
ア
に
は
じ
め

て
の
修
道
院
を
つ
く
り
、
１
０
年

後
、
ト
ゥ
－
ル
の
司
教
と
な
り
、
修

道
院
を
建
て
て
会
則
を
定
め
ま
し

た
が
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
初
め
て
の
修
道
会
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
の
聖

人
と
さ
れ
ま
し
た
。
殉
教
し
な
い
で

聖
人
に
な
っ
た
か
な
り
珍
し
い
例

で
す
。
（W

p

） 

 

こ
の
マ
ル
タ
ン
の
逸
話
で
私

の
気
に
な
る
こ
と
は
、
マ
ン
ト
を
半

分
に
裂
い
て
渡
し
た
こ
と
で
す
。
何

故
マ
ン
ト
を
脱
い
で
ソ
ッ
ク
リ
渡

さ
な
か
っ
た
の
か
。
半
分
に
裂
い
て

与
え
る
の
と
ど
う
違
う
の
か
？
次

回
に
私
の
考
え
を
述
べ
ま
す
。 

 

   ホームレス支援の炊き出しにご参加ください！ 
108万都市の仙台市には100数名のホームレスの方

たちが、公園や駅舎などをねぐらにして生活していま 

す。（2016 年１月 16 日、仙台協友会調べ）。このよう 

なホームレスの方たちを支援するために、カトリック正義と平和仙

台協議会(木元範子会長)では 2001 年 10 月から、第２土曜日に炊き

出し（食事と生活用品の提供）を始めました。 

ボランティアとして、仙塩地区教会のみなさんに参加を呼びか

け、30 名ほどの人数でなんとか、こなしています。 

ただ、現状としては、炊き出しも 16 年たつと若手がへり、60 歳

～70 歳の高齢者でまとまってしまっています。なんとか若手に参

加していただいて、活動を継続していきたいと願っています。みな

さまのご参加をお待ちしております。       （渡辺 清） 

 

 



 
（７） 

「
殉
教
地
大
籠
を
守
る
会
」
は
２
０
０
９
年
秋

に
発
足
し
て
以
来
７
年
目
と
な
る
。 

殉
教
地
に
建
て
ら
れ
た
大
籠
教
会(

現
在
教
区

管
理)

は
、
米
川
教
会
の
巡
回
教
会
で
あ
っ
た
が
、

信
徒
が
い
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
訪
れ
る
こ

と
も
な
く
、
荒
れ
た
ま
ま
の
状
態
だ
っ
た
。 

殉
教
地
の
教
会
を
大
事
に
し
た
い
と
有
志
が
集

ま
り
、
こ
の
会
を
立
ち
上
げ
、
教
区
の
垣
根
を
超

え
て
多
く
の
人
に
呼
び
か
け
た
。
会
の
趣
旨
に
賛

同
し
会
員
と
な
ら
れ
た
方
は
現
在
160
名
を
超
え

て
い
る
。 

会
の
総
会
は
毎
年
５
月
初
め
に
巡
礼
を
兼
ね
て

大
籠
教
会
で
行
う
と
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
年
は
大
籠
教
会
が
「
い
つ
く
し
み
の
特
別

聖
年
」
の
巡
礼
教
会
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
会

の
最
高
顧
問
で
あ
る
平
賀
司
教
に
ミ
サ
を
さ
さ
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く

お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
。 

５
月
５
日
の
子
供
の
日
、
仙
台
方
面
よ
り
約

40
名
、
盛
岡
・
花
巻
・
水
沢
方
面
よ
り
約
20
名
、

地
元
の
方
数
名
で
合
計
約
70
名
が
大
籠
に
集
り
、

緑
に
包
ま
れ
た
聖
堂
で
聖
歌
を
歌
い
、
神
の
い
つ

く
し
み
と
殉
教
者
の
心
に
思
い
を
巡
ら
す
時
間

を
共
に
し
た
。 

総
会
で
は
、
今
年
度
活
動
の
重
点
事
業
と
し
て

傷
ん
で
き
て
い
る
聖
堂
の
鐘
楼
を
、
足
場
を
組
ん

で
本
格
的
に
修
繕
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
承
認
さ

れ
た
。 

ミ
サ
の
後
、
昼
食
を
共
に
し
、
自
己
紹
介
な
ど

で
短
い
間
で
あ
っ
た
が
宮
城
と
岩
手
の
信
者
同
士

の
交
流
も
な
さ
れ
た
。
午
後
は
教
会
の
周
囲
の
史

跡
巡
り
を
し
て
春
の
日
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。 

（
殉
教
地
大
籠
を
守
る
会 

事
務
局 

岡
田
謙
一
） 

５
月
29
日(
日
・
主
の
聖
体
祭
日)

、｢

こ
ど
も

と
と
も
に
さ
さ
げ
る
ミ
サ｣

の
な
か
で
３
人
の
か

わ
い
い
仲
間
が
初
聖
体
を
受
け
ま
し
た
。 

幼
児
洗
礼
を
受
け
た
子
ど
も
が
、
入
信
の
秘
跡

の
完
成
と
し
て
、
聖
体
の
秘
跡
を
受
け
る
こ
と
を

初
聖
体
拝
領
と
い
い
ま
す
。 

晴
れ
の
日
に
か
け
つ
け
た
お
友
だ
ち
も
「
共
同

祈
願
」
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
友
だ
ち
を
大
切
に

し
て
欲
し
い
、

平
和
な
世
界
で

暮
ら
し
て
ほ
し

い
、
な
ど
と
祈

り
、
母
親
世
代

の
方
か
ら
は
、

神
さ
ま
の
子
ど

も
と
し
て
、
世

界
に
羽
ば
た
い

て
行
け
ま
す
よ

う
に
、
等
の
祈

り
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。 

特
別
聖
年
ロ
ー
マ
・
イ
タ
リ
ア
巡
礼
と
ル
ル
ド
へ
の
旅 

５
月
17
日
～
27
日
、
遠
野
教
会
・
四
ツ
家
教

会
の
有
志
た
ち
と
共
に
イ
タ
リ
ア
と
ル
ル
ド
の
巡

礼
に
参
加
し
、
何
よ
り
も
先
ず
神
様
に
感
謝
し
ま

す
。
そ
し
て
、
共
に
巡
礼
し
た
信
者
さ
ん
方
に
感

謝
し
ま
す
。
こ
の
巡
礼
で
ま
た
新
た
な
霊
的
な
体

験
を
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

10
日
間
の
巡
礼
を
無
事
に
終
え
た
こ
と
は
三

位
一
体
の
神
様
の
お
恵
み
と
、
優
し
い
マ
リ
ア
様

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
だ
と
確
信
し
て
い

ま
す
。 

こ
の
巡
礼
を
振
り
返

っ
て
み
て
幾
つ
か
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来

た
気
が
し
ま
す
。 

◇
出
逢
い
◇ 

一
期
一
会
、
と
い
う

日
本
語
の
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
。
毎
日
に
出
逢

う
人
々
を
大
切
に
す
る
、

と
い
う
意
味
合
い
が
あ

り
ま
す
。 

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
正

し
く
こ
の
巡
礼
に
も
感

じ
ま
し
た
。
巡
礼
参
加
者
が
、
お
互
い
に
助
け
、

寄
り
添
い
、
励
ま
し
、
奉
仕
し
合
い
、
支
え
、
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
巡
礼
地
を
回
り
、
進
ん
で
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
教
会
の
あ
り
方
、

信
仰
者
の
正
し
い
あ
り
方
も
同
じ
で
し
ょ
う
。
お

互
い
を
大
切
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
会
、
私
た
ち

の
人
生
が
豊
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

◇
祈
り
◇ 

旅
行
と
巡
礼
は
違
い
ま
す
。
旅
行
に
祈
り
は
必

要
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
巡
礼
に
祈
り
は
必

ず
必
要
で
す
。
祈
り
の
な
い
巡
礼
は
「
巡
礼
」
と

は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
困
難
な
状
況

を
共
に
乗
り
切
る
た
め
に
神
へ
の
深
い
祈
り
、
お

互
い
に
信
頼
し
合
う
こ
と
が
巡
礼
の
持
つ
特
徴
の

一
つ
で
す
。 

朝
の
祈
り
と
晩
の
祈
り
が
あ
り
、
食
前
と
食
後

の
祈
り
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
ミ
サ
と
ロ

ザ
リ
オ
の
祈
り
も
唱
え
ま
す
。
ま
た
ル
ル
ド
で
、

国
と
言
語
を
超
え
て
、
巡
礼
者
の
皆
が
ロ
ザ
リ
オ

の
祈
り
を
唱
え
、
ア
ベ
マ
リ
ア
の
歌
を
歌
い
な
が

ら
ろ
う
そ
く
行
列
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
と
ろ
う
そ
く
の
行
列
に

よ
っ
て
私
た
ち
は
共
に
信
仰
を
育
む
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
ま
た
皆
が
一
人
ひ
と
り
で
歩
く
の
で

は
な
く
、
兄
弟
姉
妹
と
し
て
、
共
に

手
を
つ
な
い
で
歩
み
、
共
に
福
音
の

喜
び
を
一
人
で
も
多
く
の
人
々
に

照
ら
せ
る
よ
う
に
、
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

祈
り
は
信
仰
者
の
霊
的
な
糧
で

す
。 ◇

聖
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
◇ 

使
徒
信
条
の
祈
り
の
中
で
「
聖
徒

の
交
わ
り
」
と
い
う
文
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
亡

く
な
っ
た
聖
な
る
人
と
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
交
流
し
て
い

る
こ
と
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
聖
人
た
ち
「
聖
ペ
ト
ロ
と
聖
パ
ウ
ロ
、
ピ
オ

神
父
、
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
ス
コ
、
聖
ク
ラ
ラ
、

聖
ベ
ル
ナ
デ
ッ
タ
」
の
生
ま
れ
育
ち
、
教
会
、
宣

教
活
動
の
場
所
を
訪
問
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
聖
徒
と
の
交
わ
り
」
の
信
仰
を
身
近
に
感
じ
ま

し
た
。
聖
人
た
ち
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
宣
教
活
動

を
し
、
素
晴
ら
し
い
信
仰
の
証
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
実
感
し
ま
し
た
。 

聖
人
た
ち
の
信
仰
と
情
熱
は
生
き
て
い
る
私
た

ち
の
導
き
と
支
え
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

新
緑
に
包
ま
れ
た
聖
堂
で
司
教
ミ
サ 

 

春 

の 

大 

籠 

巡 

礼 
 

 

大籠教会での司教ミサ 

子
ど
も
の
「
初
聖
体
」 

元
寺
小
路
教
会 

 

初聖体を受けて信徒の仲間入り 

巡 

礼 

信
仰
の
旅 

ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
コ
ン
デ
ィ
神
父 
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◆ 第２３回 核廃絶と平和を祈るミサ 
日  時：２０１６年7月１６日(土) 

１５：３０～ロザリオの祈り 

１６：００～核廃絶と平和を祈るミサ 

会  場：カトリック八木山教会 

司  式：仙台教区 平賀 徹夫 司教 

主  催：カトリック正義と平和仙台協議会    

連絡先：０９０－２０２２－４００７(木元) 

１９４５年７月１６日、世界最初の原子爆弾がアメリカ・ニューメキ

シコ州の実験場で爆発しました。それから２０日後、原子爆弾は広島
と長崎に投下され、数十万人もの尊い命が奪われました。 

私たちは２３年前より、この７月１６日に毎年ミサを捧げてきました。 
 原子爆弾にも原子力発電にも頼らない社会・核のない世界に歩み出

すことを共に祈りたいと思います。どうぞご参加下さい。 

◆信徒としての使命を生きる ―私の固有の召命― 

 3回シリーズ第1回「ユスト高山右近と使命に生きる信徒」 

 高山右近の生き方から、キリスト者として自らの固有の使命をど

のように選びとるかを学びます。どなたでも参加できます。 

 日時；2016年7月16日(土)18：00～20：00 場所：元寺小路教会 

主催：信徒養成チーム(担当司祭：森田 直樹) 

講師：鈴木 隆(霊性センター せせらぎ スタッフ)                 

＊第2回は、10月8日、第3回は、来年1月7日の予定。 

２
０
１
５
年
11
月
７
日
ド
ミ
ニ
コ

会
諸
聖
人
の
祝
日
に
開
幕
し
た
『
説
教

者
会
ジ
ュ
ビ
レ(

聖
年)

800
年
祭
』
を
、

創
立
800
年
記
念
と
し
て
世
界
中
の
ド

ミ
ニ
コ
会
兄
弟
姉
妹
は
祝
っ
て
お
り
ま

す
。 ド

ミ
ニ
コ
会
は
、
１
２
０
６
年
に
、

聖
ド
ミ
ニ
コ
に
よ
り
始
ま
り
、
１
２
１

６
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
ホ
ノ
リ
ウ
ス
３
世

に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
修
道
会
で
す
。 

正
式
名
称
は
「
説
教
者
修
道
会
」

(O
rdo  ratru

m
  P

raedicatoru
m

)

と
言

い
、(

Ｏ
Ｐ)

と
言
え
ば
ド
ミ
ニ
コ
会
員

の
こ
と
で
す
。 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
、
開
幕
式
の

翌
日
、
ド
ミ
ニ
コ
会
800
年
祭
を
一
般

謁
見
で
紹
介
し
、教
会
へ
の
奉
仕
に
感

謝
の
意
を
述
べ
、祝
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

前
々
仙
台
教
区
司
教 

佐
藤 

千
敬

Ｏ
Ｐ
が
設
立
し
た｢

仙
台
ロ
ゴ
ス
研
究

所｣

は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
創
立
800
年
を
記

念
し
、
２
０
１
６
年

度
仙
台
ロ
ゴ
ス
講

座
〈
ド
ミ
ニ
コ
会
の

偉
人
た
ち
〉
を
６
回

行
い
ま
す
。 

聖
ド
ミ
ニ
コ
は
、

神
の
み
こ
と
ば
と

真
理
を
語
り
ま
し

た
。
そ
の
精
神
を
受

け
継
い
だ
ド
ミ
ニ
コ
会
の
偉
人
た
ち

に
は
、
シ
エ
ナ
の
聖
カ
タ
リ
ナ
、
聖
ト

マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
、
現
代
で
は
、
ノ

ー
ラ
ン
、
コ
ン
ガ
ー
ル
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ

ュ
等
々
、
多
数
お
り
ま
す
。 

第
１
回
目
は
、
５
月
21
日(

土)

、「
ド

ミ
ニ
コ
会
と
２
人
の
ラ
イ
モ
ン
ド
」
と

題
し
て
、
ラ
ト
ゥ
ー
ル
神
父
が
話
さ
れ

ま
し
た
。 

第
２
回
は
７
月
24
日(

日)

、「
聖

マ
ル
チ
ン
・
デ
・
ポ
ー
レ
ス
」
を

取
り
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
ロ
ゴ
ス
講
座
は
、
奇
数
月

の
第
３
土
曜
日
14
時
～
15
時
30

分
、
北
仙
台
教
会
信
徒
館
で
行
い

ま
す
。
講
師
の
都
合
上
変
更
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

ご
覧
の
上
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

(

聖
ド
ミ
ニ
コ
女
子
修
道
会 

青

野
木
修
道
院 

Sr.
佐
々
木 ) 

   
 

  

来
た
る
参
議
院
議
員
の
選
挙
に
は
、
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
の
立
場
で
賢
明
な
選

択
が
望
ま
れ
る
。 

一
方
で
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、「
い

つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
」
で
、
教
会
は
、

社
会
の
中
で
差
別
さ
れ
、
貧
困
に
悩
み
、

傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
人
々
に
、

目
を
向
け
、
招
き
入
れ
、
寄
り
添
う
よ
う

に
招
か
れ
て
い
る
と
大
勅
書
で
述
べ
て

お
ら
れ
る
。
私
た
ち
は
、
教
会
の
中
に
閉

じ
こ
も
っ
て
手
を
合
わ
せ
て
い
れ
ば
い

い
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。(

岩
井) 

編
集
後
記 

 

６
月
18
日
、
仙
台
正
平
協
主
催
の｢

武

力
に
よ
ら
な
い
平
和
を
！｣

の
講
演
会

で
、
伊
藤
朝
日
太
郎
弁
護
士
の
話
を
聞
い

た
。｢

安
保
法
制
」、｢

集
団
的
自
衛
権｣

、

「
憲
法
９
条
の
自
民
党
改
正
案｣

新
設
さ

れ
る
「
緊
急
事
態
法
」
な
ど
が
、
日
本
の

将
来
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

た
。
神
の
み
旨
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に
と

祈
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
、

「
宗
教
と
政
治
は
別
物
だ
」
な
ど
と
言
っ

て
無
関
心
で
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

 

新

刊

紹

介

 
         

絵
本
「
む
ら
さ
き
色
の
滝
」 

「
つ
な
み
と
ゴ
ン
と
コ
ン
」 

著
者 

帚
木
蓬
生
／
発
行 

女
子

パ
ウ
ロ
会
／
定
価 

各1
2
0
0

円
＋
税 

著
者
・
帚
木
蓬
生
（
は
は
き
ぎ 

ほ
う
せ

い
）
氏
は
、
福
岡
県
中
間
市
に
住
む
、

作
家
・
精
神
科
医
で
す
。『
三
た
び
の

海
峡
』
で
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
を
受

賞
し
、
『
閉
鎖
病
棟
』
で
は
山
本
周
五

郎
賞
を
、
『
逃
亡
』
で
は
柴
田
錬
三
郎

賞
を
受
賞
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、

九
州
の
忘
れ
ら
れ
た
受
難
で
あ
る
キ

リ
シ
タ
ン
禁
教
の
歴
史
を
掘
り
起
こ

そ
う
と
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
久
留
米
藩

の
水
枯
れ
に
苦
し
む
５
人
の
庄
屋
た

ち
が
筑
後
川
に
堰
を
造
る
こ
と
に
か

ら
ん
で
、
天
草
の
乱
を
描
い
た
『
水
神
』

と
い
う
作
品
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
帚
木
氏
が
、
現
代
日
本
の
子
ど

も
た
ち
に
、
家
族
を
大
切
に
思
い
や
る

心
、
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
心
を
取
り

戻
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
た
め
に
は

民
話
が
よ
い
と
、
民
話
シ
リ
ー
ズ
を
書

か
れ
ま
し
た
。
絵
は
小
泉
る
み
子
さ
ん

が
担
当
な
さ
っ
て
い
ま
す
。 

「
む
ら
さ
き
色
の
滝
」
は
、
か
ご
作

り
の
名
人
の
お
ば
あ
さ
ん
と
孫
の
庄

一
の
お
話
で
す
。
山
の
中
腹
に
あ
る
大

藤
は
咲
い
た
時
は
、
見
事
な
紫
色
の
滝

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
の
大
藤
に
ま

つ
わ
る
お
ば
あ
さ
ん
と
庄
一
の
話
で

す
。 

 

「
つ
な
み
と
ゴ
ン
と
コ
ン
」
は
、

大
津
波
に
あ
っ
た
漁
村
に
住
む
お
じ

い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
、
２
匹
の
ゴ

ン
と
コ
ン
の
た
め
に
、
助
け
ら
れ
た
お

話
で
す
。 

 

絵
本
の
説
明
、
解
説
は
難
し
い
も

の
で
す
。
絵
本
は
実
際
に
手
に
取
っ

て
、
見
て
、
読
ん
で
い
た
だ
い
た
と
き
、

そ
の
絵
本
が
、
読
者
に
語
り
か
け
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
目
通
し
く
だ
さ
い 

          

も
た
ち
に
、
家
族
を
大
切
に
思
い
や
る
心
、

い
の
ち
を
大
切
に
す
る
心
を
取
り
戻
し
て

も
ら
い
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
民
話
が
よ

い
と
、
民
話
シ
リ
ー
ズ
を
書
か
れ
ま
し
た
。

絵
は
小
泉
る
み
子
さ
ん
が
担
当
な
さ
っ
て

い
ま
す
。 

「
む
ら
さ
き
色
の
滝
」
は
、
か
ご
作
り
の

名
人
の
お
ば
あ
さ
ん
と
孫
の
庄
一
の
お
話

で
す
。
山
の
中
腹
に
あ
る
大
藤
は
咲
い
た

時
は
、
見
事
な
紫
色
の
滝
の
よ
う
に
見
え

ま
す
。
そ
の
大
藤
に
ま
つ
わ
る
お
ば
あ
さ

ん
と
庄
一
の
話
で
す
。 

 

「
つ
な
み
と
ゴ
ン
と
コ
ン
」
は
、
大
津

波
に
あ
っ
た
漁
村
に
住
む
お
じ
い
さ
ん
と

お
ば
あ
さ
ん
が
、
２
匹
の
ゴ
ン
と
コ
ン
に

助
け
ら
れ
た
お
話
で
す
。 

 

絵
本
の
説
明
、
解
説
は
難
し
い
も
の
で

す
。
絵
本
は
実
際
に
手
に
取
っ
て
、
見
て
、

読
ん
で
い
た
だ
い
た
と
き
、
そ
の
絵
本
が
、

読
者
に
語
り
か
け
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
目
通
し
く
だ
さ
い 

 

ド
ミ
ニ
コ
会
創
立
800
年
と 

仙
台
ロ
ゴ
ス
講
座 
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